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本研究は、ボランティアグループ参加が年齢等の個人の背景要因を調整した上でも、うつ

発症リスクを抑制する効果があるかについて、傾向スコアマッチング法を用いて検証した

研究 1、およびボランティアグループ参加割合が高い地域に居住する高齢者がボランティア

グループに参加の有無に関わらず、うつ発症リスク抑制の影響を受けるか否か（文脈効果）

を検証した研究 2の 2つで構成される。 

研究 1は、2013 年ならびに 2016 年の 2時点のアンケート調査結果を結合したパネルデー

タを用いて、ボランティアグループ参加群と非参加群の属性の違いを、傾向スコアマッチン

グ法を用いてバランスさせた上でうつ発症リスクとの関連性を検証した。これにより、高齢

者がどの程度、ボランティアグループに参加すればうつ発症リスク予防に効果が期待され

るのか明らかにすることを目的とした。 

研究 2 は、研究 1 と同じパネルデータを用いて、ボランティアグループ参加割合が高い

地域に住む高齢者は、ボランティアグループ参加割合が低い地域に住む高齢者と比較して、

個人のボランティアグループ参加の影響を調整した後も、うつ傾向が低いか否かを明らか

にすることを目的とした。 

なお、アンケート調査結果は、日本老年学的評価研究 （JAGES; Japan Gerontological 

Evaluation Study;日本老年学的評価研究）が実施した「健康とくらしの調査」で得た調査

データの提供を受けた。この調査は、厚生労働省が作成した介護予防・日常生活圏域ニーズ

調査票を拡張した調査票を用いて、健康の社会的決定要因等を解明しようとする疫学調査

である。 

 また、研究組織は以下のとおりである。 

 （研究代表者） 

  服部 真治  医療経済研究機構 研究部 主席研究員 

 （研究分担者） 

  田村 元樹  医療経済研究機構 研究部 協力研究員 

 （研究協力者） 

辻 大士   筑波大学 体育系 助教   

近藤 克則  千葉大学予防医学センター 教授 

  花里 真道  千葉大学工学部 准教授 

  坂巻 弘之  神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科 教授 

  津野 香奈美 神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科 講師 

（所属は 2021 年 3月末時点） 
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